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What Does It Mean, “from Mono to Koto”? 
―コトの時代的意味の解明と消費の類型化― 




市場において「モノからコトへ」といわれだしたのは 1970 年代からのようである。本論文では、1970 年代












































































行動型の差異を定式化していく。著名なライフスタイル分析は３つある（小嶋  1979）。  

















































あるという意味する。端的にいうと、70 年代のコトは、ライフスタイルを意味する。  
 




























































はその代表例である。1980 年の「自分、新発見。」、81 年の「不思議、大好き。」82 年の「おい
しい生活。」である。70 年代の広告と違い、ライフスタイル提案のメッセージはない。「消費者側
で広告メッセージを読み解き、自らの生活行為に組み込む能力が形成されてきた事情を十分に把


























































を対象とした物価指数である GDP デフレータ 10)も 90 年代半ば以降下落傾向になった。つまり、






図表 2 緩やかなデフレ傾向  （出典：『国民生活白書』平成 15 年版）  
 
このデフレ経済のもと消費が大きく減少するのは、所得の低迷と消費性向（可処分所得に対す
る消費支出の割合）の低下が原因になっている(図表 3)。実質可処分所得は 97 年以降大きく減少
している。これは、企業の本格的な雇用・賃金調整が大きく影響を与えた。このような雇用・所





























3. 90 年代以降の「モノからコトへ」 
90 年代以降の消費の特徴として、こだわる分野の消費とこだわらない分野での消費を指摘した
が、こだわり消費の事例を 3 つみてみよう。この時代のコト売りで成功した企業の代表が、1991




































 70 年代  80 年代  90 年代以降  
コトの意味 ライフスタイル 記 号  体 験  







1. 60 年代から 80 年代の消費 
まず、60 年代から 80 年代の変化をみていこう (図表 5)。物質的な豊かさを追求したのは高度経











 消費の目的  




物質的豊かさ追求消費 ライフスタイル消費  
意味的価値
× 記号消費  
図表 5 60 年代から 80 年代の消費の目的と対象  
 
2. 90 年代以降の消費 




























図表 6 90 年代以降の消費の目的と対象  
 
次に体験を目的とした消費であるが、機能的価値を体験するというセルは、「クオリティ消費」







 消費の目的  






















本論文には 2 つの目的があった。1 つ目は、コトの内容を明らかにすることだった。そのため、











の商品や 1 つのサービスではない。さまざまな要素が関連して感情的な体験が生み出される。  




















3) ダイエーの事例は，川勝 (1976)を参照した。  
4) ここでの事例は，松原隆一郎 (2000)を参照した。  
5) 多品種少量生産への移行は大きく分けて 3 つの契機がある。まず，高度経済成長末期に嗜好性の強い商
品が大衆化し，企業が市場拡大をはかっていく上で，多品種化が求められた。これは，既述の 70 年代の「需
要の個性化」に対応しようとしたライフスタイル・マーケティングの具体的な活動の 1 つである。その後，
第 1 次石油危機も多品種少量生産への移行の契機となっている。そして，80 年代の消費者への対応である。  
6) 詳細は、星野 (1985)に詳しい。  
7) これは，70 年代のライフスタイル提案と同じであるといえる。  
8) 『物語消費論』 (大塚  1989)もコト消費といえる。  
9) 『国民生活白書』（平成 15 年版）は『経済財政白書』（2001 年度）を参照し，デフレの要因として，①
景気の弱さからくる「需要要因」、②安い輸入品の増大、IT などの技術革新、規制緩和による流通の効率化
などの「供給面の構造要因」，③日本銀行が大幅な金融緩和策を講じているにもかかわらず、銀行貸出やマ




政白書」（2002 年度）第１章第１節２ デフレの現状参照）。  
11) 91 年から増収増益であるが，96 年から始まった自動車学校での大型自動二輪免許の教習が同社の業績
をより一層押し上げている。  
12) 90 年代以降の消費は体験を重視するようにもなったので、図表 5 の「消費の対象」である意味的価値も、




様々なイメージなど )から得られる価値が、感性的価値である。  
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